
第1北部地区
人と人が支えあい、

世代も国籍も超えてつながる、
安全で安心して楽しく暮らせる愛着のもてるまち

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

野毛とい
えば

大道芸
野毛の文化活動の発信基地横浜にぎわい座

　地区別推進会議で話し合いを重ね、地域の活動団体に意見を聞く機会を作りました。出された意見を
推進会議で計画にまとめました。

第５期計画はこのように作りました

第1北部地区の統計データ

●赤門町 ●黄金町 ●桜木町 
●野毛町 ●初音町 ●花咲町 
●英町 ●日ノ出町 ●宮川町

■人口 〈第1北部地区の人口割合〉
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出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

■地区内の外国人数の状況
（人）
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ふれあい給食会や推進会議を開催している
野毛地区センター

出典：中区外国人数基礎調査（令和6年度実施）

　人口は微増しています。15～64歳は約75％と多く、
単身世帯割合も高く、働き世代の単身世帯の多い地域
です。65歳以上の割合は区平均より低く横ばいで推移
しています。
　外国人数は横ばいで推移し、１０人に１人以上が外国
籍の人です。国籍別では中国が約5割となっており、
ネパール、韓国、ベトナム、フィリピンなど、様々な国籍
の人が暮らしています。
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第1北部地区の取組目標

これまでの計画（第４期計画）の振り返り

１ ：孤立を予防し、お互いが見守りあえる、
声かけができるようきっかけを作ろう！
（えん結び）
●ふれあい給食会を継続していきます。
●様々な地域の活動やイベント（子供会活動、親子ハイキング、
親子の広場）、民生委員・児童委員の定期訪問等を通じて、
こどもから高齢者、障害の有無、国籍を超えて、お互いに見
守りあえるきっかけづくりを行います。

●本町小学校とのつながりを生かして、孤立予防、世代間交流
に取り組みます。（ふれあい給食会での交流等）

２ ：様々な関係機関や団体と、
人が上手につながるために、
対話と情報発信の機会を増やそう！（えん結び）
●地区連合会議、中なかいいネ！推進会議等、様々な人が集まる会議で、取組について共有し、
新しい取組等も伝えていきます。

●それぞれ地区で取り組んでいる良い活動を見つけ、支援していきます。
●中なかいいネ！推進会議で取り組んでいるイベントＭＡＰの充実やSNS等を活用した情報発信
に取り組みます。

３ ：ラジオ体操等を通じ、体力づくりに引き続き、取り組んでいこう！ 
（元気いっぱい）
●ラジオ体操、大運動会、カラオケ大会、身近な場所で取り組める健康づくりの活動（ウォーキング
等）を把握し、支援していく方法を検討していきます。

４ ：安全・安心なまちづくりをしよう！
●野毛地区環境パトロール（昼）・防犯パトロール（夜）、日ノ出町、初黄、赤英清掃・浄化パトロール
を継続します。

●地域防災拠点訓練、防災まち歩き（初黄）を継続します。

　ふれあい給食会では、民生委員が声かけを行い、参加する
人が増え、孤立しないつながりづくりに取り組んできました。
ラジオ体操を継続し、ふれあい給食会でも体操を実施して、
体を動かすきっかけになっています。４年ぶりに大運動会も
開かれ、さらに若い人への周知をして、地域の活性化につな
がりました。ボッチャや折り紙の会も始まり、親子ハイキング
では世代をこえて交流できました。防犯のための見回りや地
域のイベントをまとめた表も作られ、みんなが参加しやすく
なっています。

第1北部地区はこんなまち！

　野毛山丘陵の裾野と大岡川に沿った地域で、川の上流は赤門で有名な東福寺から、下流は桜木町
駅までの細長い地区。古くからの商店街があり、人情味あふれる下町と新しい街並みが融合して
います。野毛大道芸、大岡川水上劇場などのイベントアートを取り入れたまちづくり等で活気に
あふれています。

ラジオ体操

カラオケ大会

清掃・浄化パトロール

大運動会

ふれあい給食会

イベントMAP
横浜にぎわい座横浜にぎわい座
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第1北部地区の取組目標

これまでの計画（第４期計画）の振り返り

１ ：孤立を予防し、お互いが見守りあえる、
声かけができるようきっかけを作ろう！
（えん結び）
●ふれあい給食会を継続していきます。
●様々な地域の活動やイベント（子供会活動、親子ハイキング、
親子の広場）、民生委員・児童委員の定期訪問等を通じて、
こどもから高齢者、障害の有無、国籍を超えて、お互いに見
守りあえるきっかけづくりを行います。

●本町小学校とのつながりを生かして、孤立予防、世代間交流
に取り組みます。（ふれあい給食会での交流等）

２ ：様々な関係機関や団体と、
人が上手につながるために、
対話と情報発信の機会を増やそう！（えん結び）
●地区連合会議、中なかいいネ！推進会議等、様々な人が集まる会議で、取組について共有し、
新しい取組等も伝えていきます。

●それぞれ地区で取り組んでいる良い活動を見つけ、支援していきます。
●中なかいいネ！推進会議で取り組んでいるイベントＭＡＰの充実やSNS等を活用した情報発信
に取り組みます。

３ ：ラジオ体操等を通じ、体力づくりに引き続き、取り組んでいこう！ 
（元気いっぱい）
●ラジオ体操、大運動会、カラオケ大会、身近な場所で取り組める健康づくりの活動（ウォーキング
等）を把握し、支援していく方法を検討していきます。

４ ：安全・安心なまちづくりをしよう！
●野毛地区環境パトロール（昼）・防犯パトロール（夜）、日ノ出町、初黄、赤英清掃・浄化パトロール
を継続します。

●地域防災拠点訓練、防災まち歩き（初黄）を継続します。

　ふれあい給食会では、民生委員が声かけを行い、参加する
人が増え、孤立しないつながりづくりに取り組んできました。
ラジオ体操を継続し、ふれあい給食会でも体操を実施して、
体を動かすきっかけになっています。４年ぶりに大運動会も
開かれ、さらに若い人への周知をして、地域の活性化につな
がりました。ボッチャや折り紙の会も始まり、親子ハイキング
では世代をこえて交流できました。防犯のための見回りや地
域のイベントをまとめた表も作られ、みんなが参加しやすく
なっています。

第1北部地区はこんなまち！

　野毛山丘陵の裾野と大岡川に沿った地域で、川の上流は赤門で有名な東福寺から、下流は桜木町
駅までの細長い地区。古くからの商店街があり、人情味あふれる下町と新しい街並みが融合して
います。野毛大道芸、大岡川水上劇場などのイベントアートを取り入れたまちづくり等で活気に
あふれています。

ラジオ体操

カラオケ大会

清掃・浄化パトロール

大運動会

ふれあい給食会

イベントMAP
横浜にぎわい座横浜にぎわい座
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第1北部地区
人と人が支えあい、

世代も国籍も超えてつながる、
安全で安心して楽しく暮らせる愛着のもてるまち

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

野毛とい
えば

大道芸
野毛の文化活動の発信基地横浜にぎわい座

　地区別推進会議で話し合いを重ね、地域の活動団体に意見を聞く機会を作りました。出された意見を
推進会議で計画にまとめました。

第５期計画はこのように作りました

第1北部地区の統計データ

●赤門町 ●黄金町 ●桜木町 
●野毛町 ●初音町 ●花咲町 
●英町 ●日ノ出町 ●宮川町

■人口 〈第1北部地区の人口割合〉
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出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

■地区内の外国人数の状況
（人）
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出典：中区外国人数基礎調査（令和6年度実施）

　人口は微増しています。15～64歳は約75％と多く、
単身世帯割合も高く、働き世代の単身世帯の多い地域
です。65歳以上の割合は区平均より低く横ばいで推移
しています。
　外国人数は横ばいで推移し、１０人に１人以上が外国
籍の人です。国籍別では中国が約5割となっており、
ネパール、韓国、ベトナム、フィリピンなど、様々な国籍
の人が暮らしています。

第1地区中部

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿
●曙町 ●伊勢佐木町 ●末広町 
●末吉町 ●羽衣町 ●福富町
●蓬莱町 ●弥生町 ●吉田町 
●若葉町 ●長者町の一部

第1地区中部の統計データ

　地区連合町内会長をはじめ、民生委員・児童委員、保健活動
推進員、スポーツ推進委員、青少年指導員など、地域活動を
牽引する委員の方々と、区社会福祉協議会、不老町地域ケア
プラザ、区役所で話し合い、地域交流がより一層充実するため
の方策等を検討しました。

第５期計画はこのように作りました

中区の商業の誕生地イセザキモール

誰もが多文化共生する、
安全で健康なまち「いちなか」90
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出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

■地区内の外国人数の状況
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出典：中区外国人数基礎調査（令和6年度実施）

　人口は15～64歳が約76％と区平均より高く、働き世代
の単身世帯の多い地域です。
　65歳以上の割合は区平均より低く推移していますが、
65歳以上人口は増加しています。
　外国人数はゆるやかに増えており、5人に1人以上が外国
人になっています。国籍別では中国が5割以上となっており、
次いで韓国、フィリピン、ベトナムと、10か国以上の人が
暮らしています。

〈第1地区中部の人口割合〉
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